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サ トウキゼの内部的窒素必要量

(STANFORD,G.andA.S..AYRES:SoilS°i.9･8::･338･344,1964)

サ トウキビにはその特性として,撮大収塵に関係する

特別な内部的窒素必要盛があるものであるかどうか,ら

しあるなら品種間の差はどうであるかを調べるため.に実

験 を行なった.

実験の方法はハワ イの IJOWhum･icla屯osol,Alluvium,

Grayhydromorphic,杖ydrolhumiclatosolなどの丑

極 を 勘 ､て 6カ所に サかウキビを 栽増し, 品種 ×聖

紫施用恩の 要田分析を行なった.晶価はH50-7209･そ

の他 9品種を用い,聖紫の 割合は 1コニ-カー当り25,,

皿∝〕,225,400,625ポン ドの 4段階 とし†こ..弾塞源とし

ては試験区により輿なるが,尿紫,減極アン菰エア,鶴

安などを用いた. りん酸は trebl･e過石として,カPは

塩化カガとして土壌分析に基づいて施用した.少 かクキ

ビは抱え付け後 4,カ月国か ら4カ月鰍 こ20-24カ月息で

ユ部分ずつ苅 り取 った.可搾汁部分,線恥 枯典を別々

に肝蔑 ･し,次に 魔燥粉砕して全額東を分析した.

来観の結果,サ トウキビは*.薪施用-1iTiのf･削n.'･=伴って

望素の吸収を増加した..また窒東食免は生育初脚 こ拓く

成熟するに従い低下する傾向が見られ†こ.20-24カ月の

サ トウキビはY-a+bX十 CX盟の式 (Yは収乱 X

は望紫施用毘)を使うと,幌成 (魔物)と全貌紫吸収畳
は施用した繋東亜Fに鍋係があった.即ち粒太収矧 こ近い

値は1エーカー当t)200-300ポン ドの甥紫施榔 こよって

得られた..最大収･iaに近い場合にわけるサ トウキビの全

軍紫吸収塩は乾物 1トy当り約4ポy ドであった. これ

栗東吸収旭 ;仙洞胡及び蚊iLl冊洞でをの必邦が小さいので,

サ トク舟どの内澗弼順 調必卿 rtは甜柳及び規跡 こついて

如幽旅であると絶倫された.な瑚 与川は此舶比鍾儀との
榊係は晶戚阻こ脚油がある止うに比られた.

(抄録 大仙一･駄)


